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ティティ、特に文化的アイデンティティは極
めて重要な課題であると言える（鈴木, 2008
など）。
　アイデンティティという用語の使用を普及
させたエリクソン（Erikson, 1959/1980）は、
自我アイデンティティ（ego identity） の感覚
について、「内的な斉一性（sameness）と連
続性（continuity）を維持する個人の能力
問題
　グローバル化のなかで、日本でも、文化間
移動をする人々や多文化環境を背景として生
育・生活する人々（例：国際結婚者、国際児、
留学生、海外帰国生、海外勤務者など）が増
加し、今後、さらに増え続けることが予想さ
れる。そのような人々にとって、アイデン
グローバル化社会と多元的アイデンティティ
─ 国際結婚者と国際児の場合 ─
Globalization and Multidimensional Identities
A Case of Interculturally-Married Women and Intercultural Children
鈴　木　一　代
SUZUKI, Kazuyo
    The purpose of this study is to examine the cultural identities of interculturally-married 
women who had moved to their spouses’ countries in their early adulthood, as well as those 
of intercultural children who have interculturally-married parents. In addition, the state of 
being “bicultural persons” is discussed. The participants are 42 interculturally-married 
women (middle and late adulthood) living in their spouses’ countries (22 Japanese, and 20 
Asian and Western women married to Japanese men), and 10 Japanese-German youths 
living in Germany with Japanese mothers and German fathers. The CACPA (Suzuki & 
Fujiwara, 1992; etc.) or semi-constructed interviews are mainly employed. The results 
suggest the following: The interculturally-married women feel they have an “identity like 
those of others living in their home country” as the base of their identities, and that identity 
is maintained throughout their lives. However, both cultures “blend” with time. Namely, 
they become “bicultural persons” in the meaning that “they master two cultures and can 
use them in actual action”. On the other hand, the intercultural children have partly mixed 
“plural cultures” as the base of their identities. Therefore, it is inferred that they can be 
“true bicultural persons”. However, there are various states of being “bicultural persons”, 
depending on the individual international children.
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「自分がある特定の文化集団のメンバーとあ
る文化を共有しているというという感覚・意
識（文化的帰属感・意識）」（鈴木, 2011a）で
ある。文化的帰属感・意識は、自分で思うだ
けではなく、他者から認められているという
確信によって生き生きとした実感となり、自
我アイデンティティの形成に重要な役割を果
たすと考えられる。
　ところで、二つの文化に通暁し、それらを
実際の行動において活用できる状態、または
そ う し た 能 力 は バ イ カ ル チュラ リ ズ ム
（biculturalism）と言われている（江淵, 1992）。
そのような人は、一般的に、「バイカルチュ
ラル・パーソン（bicultural person）［二文化
人］」と呼ばれ、その特質については、バイ
カ ル チュラル・パーソナリティ（bicultural 
personality）（Gutierrez, 1985）が用いられる。
また、星野（1994）は、各文化の特質や問題
点を把握し、どの文化にも完全には埋没しな
いが、柔軟でしかりとした自我アイデンティ
ティを形成している人を「マルチカルチュラ
ル・パーソン（多文化人）」（MCP）と呼ん
でいる２）。バイカルチュラリズムやマルチカ
ルチュラリズムはグルーバル化社会を生きる
人間の特質を理解するための有用な概念とさ
れているがその詳細は明確でない。
　本稿においては、文化間移動をした国際結
婚女性、および多文化環境で生育する国際児
（国際結婚の親をもつ子ども）を対象に、筆
者のこれまでの研究から得られた知見に、新
たな研究成果を加えることによって、（文化
的）アイデンティティについて検討する。具
体的には、まず、成人初期に文化間移動をし、
成人中期から後期を迎えた国際結婚女性の
（心理学的意味での自我）が、他者に映る自
己の意味の斉一性と連続性と合致するという
確信（conﬁdence）である」（p.94）と述べて
いる。個人が自身の斉一性と連続性を認識す
ると同時に、それらが、他者、たとえば自身
の所属集団からも認められているという確信
が自我アイデンティティと言える。後者は
「集団的アイデンティティ」を意味し、自我
アイデンティティは、「集団的アイデンティ
ティ」との関係によって、はじめて生き生き
とした実感となると考えられる。また、異文
化接触下におけるアイデンティティ研究の日
本のパイオニアである箕浦（1995）は、「自
分は何者であるかについて自分が抱いている
イメージ、信念、感情、評価などの総体で、
「わたし」を「わたし」以外から区別するす
べての特徴を含んでいる」ものをアイデン
ティティとしている。
　本稿では、アイデンティティ（自我アイデ
ンティティ）は、個人的アイデンティティ
（個人レベルのアイデンティティ）と集団的
アイデンティティ１）（他者・集団との関係に
基づくアイデンティティ）から構成され（両
者は相互に関連している）、文化的アイデン
ティティは集団的アイデンティティの一側面
とする（図１）。文化的アイデンティティは
図１　自我アイデンティティと文化的アイデンティティ
アイデンティティ（自我アイデンティティ）
個人的アイデンティティ 集団的アイデンティティ
関係
文化的アイデンティティ
（文化的帰属感・意識）
他者から認知され
ているという認識
確信
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地や社会・歴史的背景はそれぞれ異なるが、
異文化間（国際）結婚をしていること、成人
初期に自身の出身国（母国）から夫の出身国
（文化）に文化間移動し、その後もそこに居
住し、成人中期から成人後期を迎えている点
で共通している。また、質的研究方法に重点
を置き、仮説生成を目指している点でも一致
している。
　その結果、成人中期から後期の国際結婚者
の文化的アイデンティティの様相について、
次のような知見を得ている。
１）成人初期までに母国人として社会化した
後、文化間移動をした国際結婚女性（成人
中期〜成人後期）のアイデンティティは
「〇○国（ホスト国）に住み、〇○人の夫
をもつ××（母国）人」である。
２）国際結婚女性は、ホスト国で再社会化
（再文化化）していくが、（文化的）アイデ
ンティティの基盤（根底）には、程度の差
はあるが、「母国人としてのアイデンティ
ティ」が保持され、それは一生消失するこ
とはない（図２）。すなわち、こころの故
郷は一生を通して母国である。また、出身
国の人間であることへの強い意識（アイデ
ンティティ）は異文化間結婚者の大きな精
神的なささえである。
（文化的）アイデンティティの様相、次に、
多文化環境のなかで成長する国際児青年の
（文化的）アイデンティティの様相について
明らかにする。さらに、国際結婚女性と国際
児の（文化的）アイデンティティを比較する
ことによって、バイカルチュラル/マルチカ
ルチュラル・パーソンについて考察する。
１　国際結婚女性の場合
　ここでは、主に鈴木（2012）に基づき、成
人中期から後期の国際結婚女性の文化的アイ
デンティティについて検討する。
　鈴木は、３つの異なる国際結婚女性のグ
ループ、すなわち、①インドネシア（バリ州、
都市部）在住でインドネシア男性と結婚した
日本人女性（成人中期）28人（1990年代初頭
に調査を開始し、当初20代から40代だった女
性たちは、40代から60代に達している）、②
米国在住でアメリカ人男性と結婚した日本人
女性（いわゆる「戦争花嫁」）で、60代から
70代（成人後期か成人後期間近）の６人（調
査は1990年代後半）３）、それに、③日本在住
で日本人男性と結婚した外国人女性で、30代
から50代（成人中期）の20人（内訳は、アジ
ア出身者10人〔フィリピン、韓国、中国、イ
ンドネシアなど〕、欧米出身者10人〔ドイツ、
オーストラリア、米国、イタリアなど〕、調
査は2000年代後半）を対象に調査を実施して
いる。調査手続きはそれぞれ異なる。①は、
縦断的フィールドワーク、ラポールの重視と
援助、面接（半構造化・ 非構造化面接）と参
与観察の反復、マクロ・ミクロ的視点などの
特徴をもつ「文化人類学的－臨床心理学的ア
プ ローチ（CCP/CACPA）」（Suzuki, 2002; 鈴
木, 2008; 鈴木・藤原, 1992）、②と③は半構
造化面接である。上述の３グループは、居住 図２　国際結婚女性の（文化的）アイデンティティ
ホスト国
母国人
ブレンド
― 100 ―
????????????????????
の文化が「ブレンド」されていると言える。
特に、外見的な特徴がホスト国の人々とは顕
著に異なる場合（グループ②および③の欧米
出身者）には、ホスト社会のなかに統合され
ていないと感じることも多く、それが、かれ
らに自文化（出身文化）、あるいは外国人で
あることを常に認識させることになり、「母
国人」としての意識が強化されると推察され
る。また、現代のようなグローバル化社会で
は、国際結婚の女性たちは、ホスト国に居住
していても、インターネット等で母国の人々
と恒常的につながっているため、一昔前に比
べ、「母国人としてのアイデンティティ」は
保持されやすいと考えられる。しかし、文化
間移動をし、成人中期から成人後期を迎えた
国際結婚女性のすべてが、「母国人としてのア
イデンティティ」を「精神的な拠り所」、あ
るいは「こころの故郷」としているかどうか
については今後さらに検討する必要があるだ
ろう。たとえば、児童期・青年前期に海外体
験をもつ欧米出身女性（50代、日本在住25年
以上）は、「××（出身国）人だとは思わない。
インターナショナル、グローバルシチズン。
××の外が40年。（略）日本人じゃないし、
日本は関係ない。」と述べている。出身国で
も日本でもなく、「グローバルシチズン」が
精神的な拠り所であることがわかる。また、
すでに指摘されているように、国際結婚女性
の成育歴や環境、母国との関係性（愛着）や
志向性（鈴木、2000など）との関連について
もさらに明らかにしていくことが望まれるだ
ろう。なお、ＥＵを構成するヨーロッパ諸国
の場合には、出身国人としてのアイデンティ
ティとヨーロッパ市民としてのアイデンティ
ティの関係性を視野に入れる必要性もあろう
（Maehler, 2012）。
３）「母国人としてのアイデンティティ」は
国際結婚女性の（文化的）アイデンティ
ティの基盤として生き続けるが、時間の経
過とともに、二つの文化は、個人のなかで、
「ブレンド（blend）」されていく（図２）。
すなわち、××人として文化化した国際結
婚者（Ａ）は、新しい文化のなかで体験す
る自然・社会環境における「ずれ」に、意
識的・無意識的な「折り合い」をつける作
業（「 ず れ と 折 り 合 い 」 の 過 程［ 鈴 木, 
2009, 2012］）を通じて、二つの文化の視
点を獲得し、それを維持しながら、自身の
なかの両文化のバランスを保っていく（た
とえば、A1、あるいはA2）。その過程は一
生涯続き、時間の経過とともに、母文化が
減少（風化）し、ホスト文化が増大するな
かで、両者のバランスが維持されていく。
（図３）
４）両文化の「ブレンド」の状態は個人に
よって異なる。
　総合すると、成人初期に文化間移動をした
国際結婚女性のアイデンティティは「〇○国
（ホスト国）に住み、〇○人の夫をもつ××
（母国）人」であり、基盤には「母国人」と
してのアイデンティティを保持しつつも二つ
図３　国際結婚者と二つの文化の視点
　　（鈴木、2009、2012より改変）
××文化
ホスト文化
ホスト文化
時間の流れ
××人として社会
化した自分
二つの文化の視点
をもつ自分とその
バランス
ずれと折り合い
（意識的・無意識的）
自然・人間・社会環境
Ａ
Ａ１
Ａ２
*文化＝言語と文
化実践を媒介とし
て習得されたも
のの総体
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る日独バイリンガルの女性３人（事例１〜
３）を取り上げる。調査方法は、半構造化面
接が中心だが、補足的に、参与観察および質
問紙法も用いている。主な調査内容は、成育
歴、両言語・文化習得、両国との関係、（文
化的）アイデンティティである。調査の実施
は、200X年〜200X＋１年、200X年＋３〜200X
年＋４年であり、複数回の面接をおこなった
調査参加者もいる。なお、面接は基本的に日
本語でおこなった。１回の面接時間は約２時
間から３時間である。
（２）結果と考察
　「日系国際児の属性」「言語、文化知識、文
化理解」「（文化的）アイデンティティ」にわ
けて結果を提示し、若干の考察を加える。
１）日系国際児の属性
　３事例（事例１〜３）はドイツで生まれで、
現地校（小学校〜ギムナジウム）に通学する
と同時に、幼稚園あるいは小学校１年生から
日本語補習授業校に通学している５）。全員が
学生（大学生・大学院生）できようだいがい
る。事例１は10代末、事例２は20代前半、事
例３は20代中ごろである。回数に差はあるが、
３事例とも日本への一時帰国を体験している。
２）「言語力」「文化知識」「文化理解」
　３事例の言語力、文化知識の程度、文化の
理解度について整理すると表１のようになる。
　言語力は、両言語の「話す」、「聞く」、「読
む」、「書く」のそれぞれの程度について、同
年齢のネイティブを10点とし、１から10まで
の得点で自己評価してもらい、それらを平均
したものである。文化知識は、両文化の知識
の程度、すなわち、①伝統、習慣・慣習など、
２　日系国際児の場合
　鈴木（2008など）の一連の研究は、インド
ネシア在住で、日本人の母親とインドネシア
人の父親をもつ日本─インドネシア国際児を
対象４）に、乳幼児から青年期にまでに至る縦
断的研究のなかで、日系国際児（両親の一方
が日本人、他方が外国人の子ども）にとって、
「国際児としてのアイデンティティ」、すなわ
ち二つの文化が「混合」（「融合」）したアイ
デンティティの形成が自然であること、また、
その前提条件として、二言語・二文化の習得、
および国際児の社会的受容があるので、すべ
ての国際児が「国際児としてのアイデンティ
ティ」を形成するわけではないことに言及し
ている。また、国際児の文化的アイデンティ
ティ形成にかかわる要因としては、①居住
地・国（例：受容的かどうか）、②日本人の
親の性別（異文化出身の母親の重要性）、③
両親の組合せ（国のイメージとの関連）、④
国際児の外見的特徴、⑤家庭環境（特に、
「子どもの言語・文化・教育についての親の
考え方」「家庭の経済状態」「夫婦関係」）、⑥
学校環境（学校選択）があげられている（鈴
木, 2004, 2008）。
　ここでは、インドネシア在住の日本─イン
ドネシア国際児の研究から得られた知見（鈴
木, 2004, 2007, 2008, 2011bなど）を踏まえた
上で、ドイツ在住の日独国際児青年の文化的
アイデンティティについて検討する。
（１）調査参加者と調査方法
　調査参加者は、ドイツ在住で、日本人の母
親とドイツ人の父親をもつ日系国際児青年で、
17歳以上から30代前半の調査参加者10人だが、
本稿では、10代末から20代のほぼ同世代であ
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「言語・文化知識」が程度の差はあるが優位
である。国際児の言語・文化習得の際の居住
地の優位性（domicile determination: DD）に
ついてはすでに指摘されている（鈴木, 1994, 
1997, 2008, 2010など）；　２）しかし、「考え
方・感じ方の理解」については、両文化間に
差がない場合（事例３）とホスト文化が優位
な場合（事例１と事例２）がある。したがっ
て、「国際児としてのアイデンティティ」の
前提条件である二言語・二文化の習得に関し
ては、程度には差があるが、３事例（国際児）
ともある程度習得している。また、もうひと
つの条件である「国際児の社会的受容」（社
会が国際児を受け入れている度合い）」に関
しても、ドイツでは、近年、「日本ブーム」（寿
司などの日本食、アニメ、漫画）のため、日
系国際児はある程度受容されていると考えら
れる。
３）文化的アイデンティティ
　文化的アイデンティティは、それぞれの考
え方・感じ方をどの程度身につけているかを、
ネイティブと同程度を10点とした場合の自己
評価による。事例１（６＜７）と事例２（４
＜７）はドイツ文化が優位であるのに対して、
事例３は数値ではなく「混合」と答えている
（表１）。事例３は、「言語・文化知識」に関
しても両文化の差が少ないことからも、文化
的アイデンティティについても両文化がほぼ
同等と推測される。それに対し、事例１と事
および　②歴史、制度、法律などをそれぞれ
同年齢のネイティブを10点として自己評価し
てもらい、①と②を合計し平均したものであ
る。文化の理解度は、それぞれの文化の人
（日本人あるいはドイツ人）の考え方・感じ
方をどの程度理解できるかであり、いずれも
ネイティブを10点として自己評価してもらっ
た。
　すべての事例において、言語については、
日本語とドイツ語のバイリンガルであるが、
日本語は6.5から9.0であるのに対して、現地
語であるドイツ語は10点でネイティブと同じ
である。文化知識についても、日本文化は
5.0点から9.0点、ドイツ文化は7.0点から9.8点
で、日本文化よりドイツ文化の知識が優位で
ある。事例３は、事例１および事例２に比較
し、両文化の知識の差が少なく（0.8）、しか
も両文化の得点が高かった（９対9.8）。文化
理解については、３事例ともドイツ文化をネ
イティブと同等（10点）に理解できるが、事
例３は日本文化もネイティブと同等（10点）
である。しかし、事例１と事例２は、日本文
化については、ドイツ文化の理解よりも低く
評価している。特に、事例２の場合は両者の
差が５点ある。
　上記を総合すると、1） バイカルチュラル
環境で成長した日独国際児は、ある程度、二
つの「言語・文化知識」をもち、二つの「考
え方・感じ方」を理解しているが、居住地の
表１　日系国際児の言語力、文化知識、文化理解、文化的アイデンティティ
事例 1 2 3
言語力：日対独*   8.5＜10.0   6.5＜10.0   8.9＜10.0
文化知識：日対独*   5.5＜  9.0   5.0＜  7.0   9.0＜  9.8
文化理解：日対独*   9.0＜10.0   5.0＜10.0 10.0＝10.0
文化的アイデンティティ* 日＜独 日＜独 混合
*自己評価
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例２はホスト文化が優位である。
　事例３の文化的アイデンティティについて
さらに明らかにするために、次に、事例３の
文化的アイデンティティについての語りを取
り上げる。
　「自分の考え方や感じ方はまぜこぜだと思いま
す。（略）だから、何パーセントというのは難し
いと思います。（略）ドイツ人と日本人をわけて
いるわけではない。普通に生活していて、とき
どき何かがあったときに、ちょっとここが私は
日本人ぽいんだなと思ったりするんですよ（ド
イツで）。（略）かといって、日本にいるときも
別に自分がどうだとはあんまり思っていない。
普通に、ふらっと生活している感じで、全然考
えてないんですね。私にとっては普通だから。
何かがあるときだけ、あっ、ちょっと違うんだ
なって。自分のなかでは100％日本人でもあるし、
ドイツ人でもある。」
　上記の語りからは、事例３は、両文化の考
え方・感じ方を身につけており、それが自身
のなかで普通の状態であることが理解できる。
時々、違和感を感じることがあっても、「100％
日本人でもあるし、ドイツ人でもある」。す
なわち、事例３は、バランスのとれたバイカ
ルチュラル・パーソンであり、しっかりとし
た自我アイデンティティを形成していること
が推察される。それに対して、他の２事例は、
一方の文化が優位なバイカルチュラル・パー
ソンと考えられる。
４）文化的アイデンティティとバイカルチュ
ラル状態　─まとめ
　総合してみると、３事例とも「国際児とし
てのアイデンティティ」を形成していると考
えられる。また、３事例はバイカルチュラル
と考えられるが、個々の生育環境や年齢等の
要因によって、国際児のバイカルチュラル状
態は多様であることが推察される（図４）。
　P3XYで囲まれた三角形は文化１（非居住
地文化〔例：日本文化〕）、W3XYで囲まれた
三角形は文化２（居住地文化〔例：ドイツ文
化〕）であるが、両文化が重なるXYZ3部分は
２つの文化が混合していることを示している。
事例３は、両文化がほぼ同程度であり、しか
も各文化がネイティブと同等なのでZ3に位
置すると考えられる。それに対して、事例１
と事例２は、どちらの文化もネイティブと同
程度ではなく、しかも文化２が優位であるた
め、事例１はZ1（文化１はP1XY、文化２は
W1XY）、事例２はZ2（文化１はP2XY、文化
２はW2XY）に位置する。事例２は、文化２
が事例１よりもさらに顕著に優位であること
を示している。すなわち、「国際児としての
アイデンティティ」の様相も多様であること
が わ か る。 な お、 両 文 化 が 重 な る 部 分
（XYZ3, XYZ1, ZYZ2）の範囲については推定
であり、今後検討する必要がある。
３．バイカルチュラル/マルチカルチュラ
ル・パーソンと文化的アイデンティティ
─国際結婚女性と国際児の場合
　文化間移動をした国際結婚者女性の場合に
図４　文化的アイデンティティと　
バイカルチュラル状態
文化２
（居住地）
文化１
（非居住地）
ＹＸ
Z3
P3 Ｗ3
Z1
Z2
Ｗ1/Ｗ2
P1
P2
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今後の課題
　本稿では、成人初期に文化間移動をした国
際結婚女性、および多文化環境のなかで成長
する日系国際児の（文化的）アイデンティ
ティの様相について明らかにすると同時に、
（文化的）アイデンティティと「バイカル
チュラル/マルチカルチュラル・パーソン」（バ
イカルチュラル状態）の関係について考察し
た。
　今後、特に国際児については、事例の数を
増やし、各事例の詳細な分析によって、本研
究による知見をさらに検討していきたい。そ
の際、時間の経過、あるいは生涯発達的視点
からも考察していく必要があろう。また、バ
イカルチュラル/マルチカルチュラル・パー
ソナリティ等につても明確にすることが望ま
れる。
＜注＞
１）ここでの集団的アイデンティティは社会的アイ
デンティティとも呼ばれる。
２）そのほか、「第三文化の子ども」（TCK: Third 
は、（文化的）アイデンティティの基盤には、
「母国人としてのアイデンティティ」があり、
一生保持される。しかし、時間の経過ととも
に、二つの文化は、個人のなかで、「ブレン
ド（blend）」されていく。すなわち、「二つ
の文化に精通し、それらを実際の行動におい
て活用できる状態」という意味では、バイカ
ルチュラル・パーソンになっていくと考えら
れる。
　それに対して、国際児の場合には、（文化
的）アイデンティティの基盤として、「複数
文化」がある。すなわち、複数文化が「混
合」、あるいは「融合」している。したがっ
て、「複数文化に精通し、それらを実際の行
動において活用できる」だけではなく、「真
のバイカルチュラル/マルチカルチュラル・
パーソン」になる可能性があると推察される。
しかしながら、その程度は国際児によってさ
まざまである。また、文化的アイデンティ
ティの様相は、国際児の発達（年齢）レベル
によって変化していくことも示唆される。
　国際結婚女性と国際児の文化的アイデン
ティティとバイカルチュラル状態を比較する
と図５のようになる。すなわち、国際結婚女
性の場合は、母文化とホスト文化は独立して
おり、母文化とホスト文化がブレンドされて
いるとしても、母文化は根底に残っている。
また、母文化は、ホスト文化によってだんだ
んと浸食され、ホスト文化が増えていくと考
えられるが、ゼロになることはない（ZはPX
の対角線上を左から右へと移動していくが、
Ｙと重なってしまうことはない）。それに対
して、国際児の場合には、程度の差はあって
も、ZXYで示されるような両文化が混合・融
合した状態が存在すると考えられる。
図５　文化的アイデンティティとバイカルチュ
ラル状態−国際結婚女性と国際児
Ｘ Ｙ
Z
母文化
ホスト文化
国際結婚女性
P
YX
W
P
Z
W
国際児 文化１
（非居住地）
文化２
（居住地）
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Culture Kids） （Pollock & van Reken, 2002） と い
う呼称や考え方も存在する。
３）補足的に、“戦争花嫁”153人を対象に質問紙調
査も実施している。153人のなかにはオーストラ
リア人と結婚した日本人女性も一部含まれる。
４）追跡可能な調査参加者数は変動するため16人程
度ある。調査は、1990年代初頭に開始され、現在
に至っている。基本的に、「文化人類学的─臨床心
理学的アプローチ（CACPA/CCA）」（Suzuki, 2002; 
鈴 木, 2008; 鈴 木・ 藤 原, 1992） に よ る。 ま た、
2008年から（現在に至る）は、青年期（中学・高
校・大学）から20代の日系国際児を対象に、面接
（半構造化面接）を中心にした調査（補足的に質
問紙調査）も実施している。
５）ドイツでは、小学校５年生から３つの学校 
（Hauptschule, Realschule, Gymnasium）に分かれ
る。そのなかで、ギムナジウム（Gymnasium）
は、Abitur（高校卒業資格/一般大学入学資格）を
取得し大学進学を目指す学校である。日本語補習
授業校は、平日の放課後や週末に、国語を中心と
した補習的内容の授業をおこなう学校である。
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